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日本統治時代における台湾語仮名表記の変化過程 
- ｢オ｣ ｢ヲ｣表記の分析を通して一






99: )下の内容が挙げられている(台湾教育会 13 6-70
目下急要ノ教育関係事項
､ 彼我思想交通ノ途ヲ開クベキ事｡ 















･｢新造ノ符号｣ : 1.出気音符号 2 ● 
2.人声符号 3 上平 上菅 上去 上人 下平 下去 下人
常音 : ( ) / ＼ ′ く l ヽ
鼻音 : b ヽ ( 卜 Qc6 a
『日台大辞典』には､｢新造ノ符号仮名｣と ｢新造ノ符号｣以外にも､当時の日本で用いられてい
たものとは異なる表記法が見出される.例えば､① ｢ヌ｣ ｢ム｣ ｢ン｣で台湾語の鼻音 [n]lm]lq]を




学者ノ説ニヨレバ､｢オヂ｣ハ ｢オホヂ｣ (大父)ニシテ ｢ヲヂ｣ハ小父ナリトイヘリ｡即チ其当
時ニテハ発音二差異アレバコソ仮名ニモ書キ分ケラレ､又意味ノ混同ヲ見ずリシナルベケレドモ､
｢ヲ｣ ト ｢オ｣ノ音ガ混同セラル ､時代ニナリテハ､従テ意義ノ混同ヲ来スニ至ルヲ以テ､一方
ヲ ｢オジイ｣ トヤウニ呼ビ､一方ヲ ｢オジ｣ トヤウニ呼フニ至リシモノナルベシ｡
このように､日本語仮名遣いの ｢オ｣と ｢ヲ｣で表される音は､当時発音の区別が殆ど付かなくなっ
ていた｡しかし､『日台大辞典』ではその ｢オ｣と ｢ヲ｣が違う台湾語発音の表記に用いられている｡
例えば､｢姑コオ｣ ｢寄コヲ｣､｢所ソオ｣ ｢鎖ソヲ｣､｢園 トオ｣ ｢刀 トヲ｣､｢婦ボオ｣ ｢無ボヲ｣､｢奴ロオ｣
｢労ロヲ｣ --･などのように､｢オ｣と ｢ヲ｣の使い分けが行われた｡これらは､すなわち､｢オ段音
+オ｣と｢オ段音十ヲ｣という台湾語オ段長音表記 4の語である｡台湾語の発音によると､前者の ｢オ｣






2 台湾語に在リテハ ｢カ｣行､｢タ｣行､｢バ｣行･及ビ ｢サ｣行ノ場合二於テ､之ヲ発音スルニ際シ､喉頭摩擦音 (h)ヲ伴フコ
トアリ､普通之ヲ出気音 卜称ス､其発音ハ ｢カハア｣､｢タハア｣･｢バ-ア｣､｢ザ-ア｣等ノ如シ｡カ● キ● ク● ケ● コ●､
タ● チ● ツ● テ● 卜●･パ● ピ● プ● ペ● ポ●､ず● チ● ヲ● モ● ヲ● (『日台大辞典』｢台湾罷ノ発音｣p8) 
3台湾語の声調は八声であるが､第二声と第六声の声調は同じであるので､実際は七声である よって､『日台大辞典』に示｡
された八声符号は､七つの声調となっている｡ 




























































例えば､三冊の台湾語音節表には､小文字の ｢ク｣ ｢ツ｣ ｢プ｣で入声､｢●｣ で出気音､｢( )
/ ＼ ′ く t ､･｣ (常音)｢』 6 クヽ C( ト Q｣ (鼻音)などの人声符号で声調を
表すと定められた｡しかし､台湾語仮名表記の草創期 (1895-1901)において､『台湾十五普及字母
附人声符号』以後の民間出版の日台対訳資料 (七冊)の中で､三冊の台湾語音節表に規定された入声､







現存最古と目される日本人が作った日台対訳資料は､『台湾語集』 (1895年 7月18日､俣野保和)で 
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ある｡本書では､台湾語オ段長音の表記の殆どは ｢オ段音十一｣であるが､｢号ホオ｣ ｢道 トウ｣ ｢糊
コオー｣ ｢烏オウー ｣ ｢桃 トー オ｣などの表記も混在している｡
『台湾言語集』 (1895年 8月29日､岩永六一)のオ段長音は主に ｢オ段音十り｣ (｢島トウ｣)､｢オ段
音十一｣ (｢雨ホー｣) の二種類になっているが､｢鎖ソオ｣ ｢舵 トヲ｣のような例外も見られる｡
『台湾語』 (1895年12月 5日､田内八百久万)において､オ段長音は主に､｢オ段音十 l｣ (｢路ロ l｣
｢大 トl｣ など)と､｢オ段音+オ｣ (｢塗 トオ｣ ｢無ボオ｣など)の二通 りの表記になっている｡
また､前掲の 『台湾土語』 (1895年 12月28日)では､台湾語オ段長音表記は､｢オ段音十一｣が最も




三冊の台湾語音節表では､オ段長音に ｢オ投音+オ｣ ｢オ段音+ウ｣の二通 りの表記が規定された｡
しかし､この規定は､その後出版された日台対訳資料で遵守されたとは言い難い｡
例えば､『台湾十五音及字母附八声符号Jlの ｢土｣ ｢租｣の表記は､｢ト●オ｣ ｢ワオ｣､｢好｣ ｢無｣
は ｢ホウ｣ ｢ボウ｣ である｡しかし､『新日本語言集甲号』6 (1896年 2月11日､台湾総督府民政局学
務部)の表記は､｢土 ト●オ｣ ｢租 ワオ｣､｢好ホオ｣ ｢無ボオ｣となっており､『台湾十五普及字母附人
声符号』で ｢オ段音十り｣と規定された語も､｢オ段音+オ｣で表記されている｡『新日本語言集甲号』
のオ段長音表記は､｢与ホー ｣ ｢歩ポー｣などの僅かな例を除き､｢オ段音 +オ｣である｡




語オ段長音表記を ｢オ段音+オ｣と ｢オ段音+ウ｣としているのは､管見の限りでは､『台湾会話篇』 
































この台湾語オ段長音表記の変更は､杉房之助が著した 『日台会話新篇』 (1899)と 『目白会話大全』 
(1902)からも確認できる｡前述の通り､『日台会話新篇』(1899)のオ投長音表記は､｢オ段音十オ｣ (例

















改訂第 23版)､『新訂日台大辞典上巻』 (1938)､『台湾語教科書』 (1944､改訂第 11版)などでも､オ投







午) 8であるo｢岡安､泉州､樟州音ノ比較｣ という部分に､｢｢イ｣ ト ｢ウ｣ ノ中間音ノ仮名ハ ｢ラ｣
ヲ用ヒマス｣ ｢｢エ｣ ト ｢オ｣ノ中間音ノ仮名ハ ｢才｣ヲ用ヒマス｣という説明が見られ､泉州音の表
記に使われている｡しかし､｢ラ｣｢才｣が見られるのは､｢岡安､泉州､樟州音ノ比較｣という部分
のみである｡
『台目大辞典』 (1931-1932)においても､この新造の符号仮名 ｢ラ｣｢才｣が使われている 9｡『台
目大辞典』で ｢ラ｣｢才｣が使われている語には､全部､泉州音であるという説明が付されている｡










8現在､初版の入手は困難であるため､以下の記述は､筆者が入手できた第 6版( 1925年発行)に基づく｡ 
9 『台日大辞熟 において､｢ヲ｣｢才｣の発音については次の説明が施されている (台湾語の声調符号を省略する) 0
ヲ 唇 ｢イ｣舌 ｢ウ｣の位置にて発する音を表はす O
余ヴヴ 居ク学 者スヲ 鋸クヴ 除目 慮ル苧 魚 79
才 唇 ｢エ｣舌 ｢ヲ｣ (狭き ｢オ｣､)の位置にて発する音を表はす｡
鍋 才才 過コ牙 税ソ才 火ホ才 飛ポ才 袋 卜才 尾ポ才 
(19) 86 
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なっている語は ｢腰｣韻に属す語 (例えば､｢腰イオ｣ ｢焼シオ｣など)である｡表 2-bから分かるよ
うに､｢腰｣韻の語については､｢イ段音+オ｣で表記する書籍と､｢イ段音+ヲ｣で表記する書籍が
ある｡両者は割合から言うと､ほほ互角である｡中には､『日台会話初歩』 (1908)のように､｢イ段音










ねた 『日台会話大全』 (杉房之助)からも確認できる｡ 
1902年に出版された 『日台会話大全』はその後､何回も重版された｡以下では､現存する 1902年の
初版､ 1925年の第 20版､ 1937年の改訂第 23版を対象として､台湾語仮名表記における ｢オ｣ ｢ヲ｣表
記の変化を検証する｡下記の表 3､表 4､表 5は､『日台会話大全』 の各版におけるオ段長音の ｢オ｣ 








表 3 ｢オ段音+オ｣ 表 4 ｢オ段音+ヲ｣ 表 5 ｢イ段音+オ､ヲ｣ 
1902年 1925年 1937年 1902年 1925年 1937年 1902年 1925年 1937年
初 版 第20版 改訂第23版 初 版 第20版 改訂第23版 初 版 第20版 改訂第23版
五ゴオ 五ゴオ 五ゴオ 掻ソヲ 掻ソヲ 掻ソヲ 橋キオ 橋キオ 橋キヲ
顧コオ 顧コオ 顧コオ 刀 トヲ 刀トヲ 刀 トヲ 焼シオ 焼シオ 焼シヲ
雨ホオ 雨ホオ 雨ホオ 号ホヲ 号ホヲ 号ホヲ 招チオ 招チオ 招チヲ
給ホオ 給ホオ 給ホオ 無ボヲ 無ボヲ 無ボヲ 薬イオ 薬イオ 薬イヲ
布ポオ 布ポオ 布ポオ 討 ト ヲ 討ト ヲ 討 ト ヲ 葉ヒオ 葉ヒオ 葉ヒヲ
｢ヲ｣表記､イ段音の次に来る ｢オ｣ ｢ヲ｣表記をまとめたものである｡












語教科書』 (1922)と 『台湾語教科書』 (1932)は､内容が異なる別の書籍で､『台湾語教科書』 (1932)
と 『台湾語教科書』 (1944)は､同内容の書籍であり､後者が前者の改訂第11版である｡
『台湾語教科書』 (1922)では､｢腰｣韻に属す語の表記は､｢叫キオ｣ ｢小シオ｣ ｢焼シオ｣｢尿ジオ｣
｢招チオ｣のように､｢イ段音+オ｣となっている｡
他方､『台湾語教科書』 (1932)と 『台湾語教科書』 (1944)では､｢腰｣韻に属す語の表記は､｢叫キヲ｣










す｡｢腰｣韻に属す ｢ 焼｣｢ 薬｣｢ 橋｣ [io]｢ sio 招｣ [ho橋｣｢ 招｣｢ 葉｣の台湾語の発音は､｢ g 焼｣ [ ]｢ ci]






















究』 (1931､熊谷良正)､『実業教科台湾語及書翰文』 (1934､劉克明)､『新選台湾語教科書』 (1935､
張耀堂)の三冊 (表2-bで点線で囲んでいる書籍)は､ C.｢オ｣ ｢ヲ｣表記の併用となっている｡
また､①イ段音の次に来る ｢オ｣ ｢ヲ｣表記の検証で用いた､『日台会話大全』 (1902年初版､1925
年第20版､1937年改訂第23版)や､『台湾語教科書』(1922)､『台湾語教科書』 (1932)､『台湾語教科書』 

















草創期 (1895-1901) 『台湾十五普及字母附人声符号』 (1895)『訂正台湾十五普及字母表
附人声符号』 (1896)『台湾十五普及字母詳解』 (1896)




①イ段音の次に来る ｢オ｣ ｢ヲ｣表記､②ゼロ声母且つ二重母音の語東に来る ｢オ｣ ｢ヲ｣表記に関
しては､『訂正台湾十五音字母詳解』以降も､その表記には揺れがあった｡しかし､全体的に見れば､
『訂正台湾十五音字母詳解』の刊行によって､日本統治時代の台湾語仮名表記は定着をみたと言える｡
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『訂正台湾十五昔字母詳解』では､上入声と下入声の ｢オ段音+ヲ｣の語 (｢埠｣韻に属す語)は､｢兵 トヲ｣ ｢薄口ヲ｣
｢薄ポヲ｣のように､小文字の ｢ヲ｣を用いて表記されているが､表2-aに挙げた書籍の多 くは､印刷が悪いため､
小文字の ｢ヲ｣と大文字の ｢ヲ｣を判断しにくい｡そこで､それらの語は全部小文字の ｢ヲ｣を用いて示し､｢/｣
でほかの語とは区別した｡また､『訂正台湾十五音字母詳解』とは異なる台湾語オ段長音表記の語に下線を付 した｡
表2-b F訂正台湾十五音字母詳解』 (1901)以後出版された日台対訳資料におけるイ段音の次に来る ｢オ｣ ｢ヲ｣表
記､ゼロ声母且つ二重母音の語頭に来る ｢オ｣ ｢ヲ｣表記 
F訂正台湾十五昔字母詳解』では､｢腰｣韻に属す上入声と下入声の語は､｢薬イオ｣｢借チオ｣ ｢右チオ｣ ｢葉ヒオ｣
のように､小文字の ｢オ｣を用いて表記している｡また､｢歪オァイ｣ ｢菟オァヌ｣ ｢唯オァン｣のように､小文字
の ｢ア｣を用いて表記している語もある｡｢歌｣韻のゼロ声母の語で下入声の語､例えば､｢括オア｣なども､小文
字の ｢ア｣ を用いて表記している｡しかし､表2-bに挙げた書籍の多くは､印刷が悪く､小文字の ｢オ｣｢ ｣ ｢ア｣ヲ
と､大文字の ｢オ｣ ｢ヲ｣ ｢ア｣の見分けが付きにくい｡そこで､それらの語は､全部小文字の ｢オ｣ ｢ヲ｣ ｢ア｣で
示し､｢/｣ でほかの語と区別する｡なお､｢麻｣韻に属す ｢碗｣ ｢換｣ ｢婁｣と ｢隅｣韻に属す ｢柾｣などの鼻母音
を含む語は( )を付けて示す｡
書 名 編 者 版年した書籍の 発行所 オ段音 +オ 麦2 a オ段音+ラ イ投音 十オ イ段音+ラ 音の清泉 に来る｢-ゼロ声母且つ二重母 音の静索に来る｢ヲ｣筆者が使用 - b オ｣ゼロ声母且つ二重母出版年/初 表2
1.十r五音字母A 瞳林学台湾畿貴雷府民職 9111年 3初版)月 帝展軟林 鳥トオ､爾ホオ､絡 ロ苦 蟻 オ丁.昏コケ,鶴サ/筆書ナ シ*､J 小 鰭オエオア) 鐘オオアイ)Tィ.驚丁ン､(括訂正台湾 0日( 学養瓢 コ.オ､所 ソオ､庄 ソ7､刀 ト丁､好ホ tビ.オ､JI ､垂.(傭オ丁辞簾. 3 台湾紘曾 オ 姑コ 嘉イオ,叫 キ 丁メ ､､嶋ビオ/償チ*､嘉イ* 義
清畿曽府嶋鱒 ソオ､土 ト.オ､諜 ポ7,線ポヲ/肇オ▼ シオ､少チオ/藁イオ､ 怨 オ丁ヌ､歪オアイ､2.台蘇頼義｣ 也 2 2年初版)3月 新報牡 鳥オオ､可コオ､数 胃 ト丁､好ホ丁､撫 ♯イオ､叫キオ､相 俸オア､(畿オア)/r 中生轟音 ( 109日( 台湾日日書紀) ポオ､布ポオ 轟ト, 惰シオ 括オ丁 
日台金筋 杉房之助 ( 9 月5 ホオ､給ホオ､布ポ 村 ト.ヲ､号 ジオ､招チオ､芙チ. 銅オア)3.大全Jr 雷糧) 蘇 1日(02年7 博文生 鳥オコ.オ､五ゴオ､再徽 コ 土 韓オヲ､臓ソト 刀 徽キオ､焼シオ､見オ/藁イオ､葉ヒ* 能オエ､抵オエ､牡オエ､(初版) ホヲ､無ポオ/学オヲ
4.音心得J台湾簿発 及司鷺宮擁青教官) 由講 89日3年 4( 月 盛文館 ゴ才､虎ホオ､簿ポ . *オヲ､告コヲ､刀ラ/学オサ チヲr 林久三 (義曽舟雷♯官 20 初版) オ､炉ロオ 展 ジヲ､少チヲ､冊所 1 鳥オオ､雷 コオ､五 トヲ､好ホヲ､抱ポ . 宙オエ､能オエ 
5.集Jr 久三 10日( 博文生 芦ロ オオ､羊オオ､姑 ト 嘉コケ.秩 茄キオ､轍チオ､尿石ナナ 軽 鶴オア)/古漬名月 杉房之助､林 23年初版)6月 コオ､虎ホオ､布ポオ､ポヲ/轟 ト,丁､嶋ホ丁､■ ジオ､腰イオ/養イオ､ エ､(9 鳥 柵オす 蕉チヲ 九オアヌ 
合資会社 コオ､数ソオ､土ト. トす.換 ト.7.号 ナ*､JIビオ/轟イオ オ工､狭オエ/歪オア
6.典Jr日台新辞 杉房之助 1904(初版) 日本物産 鳥オオ､芋オオ､故 憾 *丁,徽ソ丁､鋼 嶋キ*､娩シナ､籍 傭オT､抵オ工､牡支店 オ､虎ホオ､歩ポオ 轟▼/筆書す,轟 ト▼ 石ナナ､*.f■ ィ､完オ丁ヌ 
7.会蘇義⊥8台蕎用 市鹿乙重 10( 台持合 オ､布ポオオ､古 コオ､五L ポヲ/簿ボナ シヲ､寮 ビ.ラ/薬 軽オエ､能オ工､岳r 9 初版) ゴオ､8 河ホヲ､好ホヲ､無 イワ4 鳥 yオ､土ト. #イヲ､糠キヲ､相 オエ/糟オ丁ヌ 
8.r 小川尚義 97初版) 政離艦養 鳥ソオ､B ソ丁､刀トす､曾ホヲ シオ､J ビオ/藁イオ､ オエ､( 鶴能日台大群 1 ( 局学務隷 Eトオ､呼ホオ､鋼 オす､轟コケ､t f 換オア)0 畿雷舟民 オ､五ゴオ､蘇 耕イオ､義キオ､娩 軽オエ､蘇オ工､､(鼻J 戸ホオ､布ポオ､路 嚢ボ▼ ケ J ヒ* オアイロオ /L*▼､事雷 借 シ*､石チ*､葉 T)/韓オTヌ､歪
日台小帯 94 初版) 府 コオ､五ゴオ､鹿 トオ､ 義キ T､ (9.鼻Jr 小川頼義 210日8(年 3月 白薦鎗雷 鳥虎ホ オオ､歩ポオオ淵 オ､古 コ7､号ホブ/鷺ロ▼ チ .オ､鵬 ビオ/藁イオ､石チオ相シ ､失 能オエ､岳オエ､瞥卓オア)/清巣 *す､鋼ナナ､集 オアヌ 
lO 日台合 ♯久三色糟畿曽解 版 )/100810年0(日5月( 欄生圭 鳥回兎 ト.オ､胡ホオ､ロオ 土 ト. ホヲ､無ポヲ､豊里二ト 遭 ト 肘 釣 事7,幕 t纂ィ, Z.ヲ/ ア) 態 ) 楊有初歩.rJ ( 月29 再版)8年 4 苦コ 衛オ旦/雛オ▼ 構 キ ヲ､少チヨヲ､缶オ工 (襖 エ､(法梶通釈) 3 9 初 虎ホオ､布ポオ､鎗 ヲ､号ホヲ､好 藁イ ヨ､石チヨ オ丁ヌ､､ 清 オ丁ヌ/響
ll.r 岩 崎 散 大 序台湾畿曽舟 911初版) 台湾拝鳶 鼻ワ* 戸轟* J7 寓 ヲ､高コヲ､刀 腰イヲ､嶋キヲ､娩招チヲ 鴨ビヲ坤榊 用 ( 1 ( Lt トヲ､号ホヲ､羅ロ シヲ*､鈷 コ*､楓 鞍ヲエ､能ヲ工､徽
静J 土木薇通釈) 膚研究会 ナ ヽ ヽ ラ/徽ヲ, 糠リ'? ､ ' ヲエ 
12 日台農 片 {厳 (畿曽府法G通 11( 台湾椿研 鳥トオ､鋼 トオ､牧口オ､( 小シオ､娩シオ､芙 着テオ 能オエオ丁/括オT､菟オT､蘇オエ､瞥義輝鱒⊥ : 初版) 刀トウ､無ポウ).r 釈) 台湾 93 究会 無ポ オオ ､五ゴオ､養 チオ/石チ* メ 
13. r台湾矢 川合真永 195(初版) 薪徽牡 五ゴオ､誤 ゴオ､姶ホオ､歩ポオ､路ロ 考 コ.す､儀 ト7,好轟丁､無ボケ/欄 叫キオ､小シオ/義ナナイ書､槍 キ .暮､什 ア)/宛オ丁ヌ 線オ岳集J 1 台湾日日 オ I,､モコケ 軽オエ､能オエオエ､静オア､(､岳
14 台釈 国 字井美 95( 店 鳥オオ､所ソオ､再 珂オヲ､刀 ト9､号 僧イ*､韓キ*､少 能オ工､蘇オエ､(語教.r本⊥ 11 第 3 新高堂書 卓初版)1 ホオ､布ポオ､簿ポ . ホヲ､無ポヲ/苧オす､ シ*､膿ビ*/債シ*､ ア)版辛()/ 193 オ､路ロオ 幕ロケ 尺チ .I オ丁ヌ/怨オTヌ､清
敬)/ 1915 コオ､布ポオ､絡ロオ､ トヲ､保ポヲ､好ホ チオ､鐘 ビオ､鳥 ビ オエ､話オエ/貞オ丁 
(初版) 好ホオ ラ/学オ▼ 茄キオ､妖シオ､少 メ
18自在J新 徽 実 版)/ 1(9初2散)1(91 台湾措逓 鳥トオ､甫ホオ､路ロ 鋼 トヲ､好ホ9､無 オ/楕ヒ* 牲オエ､狭オ丁ヌ､(婁オア)/清畿用日台金筋.r 1 第 2 倍研究会 オ オ､五 J才､渡 ポヲ､帽ポヲ/学オ, チオ/薬イオ､惰シナ ア) エ､(





























遺す7, 轟好 J 叫キヲ､腰 イヲ､韓キヲ､尿着手,ラ小 シヲ､叫.ジヲ/集イ7秒ピヲ､､キヲ､見裏ピ. 損オア､舵オ工､狭岳オエ､軽オエオ丁 能 話ヲエ､牡ヲエ狭ヲエ､能舌.J雷亭会 99( 0 台韓日日 牧口 オオ､､島ロオオ ホ7､葬ポ ､雛ボ ラ/借ナウ､石ナナ､着F, エ/原オ丁ヌ､括オ ,
19 台湾帝 台再縁曽舟雷撫育所苑亜杢 922初版)月5 世界牡 炉ロ オオ､､岬ポオ五ゴオ､渡 三/徽ポワヲ､高コヲ､刀 叫キオオ､小 シナ､洗I/集ヒ* /清 オ丁ヌ､完オ古オエ､能オエ､(オア)襖 オア) 畿オアT)捷径J 寮官及司欺官 年8 トオ､丘ホオ､布ポオ､ トヲ､号ホヲ､丘三 シオ､鼠ジオ､相チ ､ ( 秩,r 岩崎敬大林 1日( 台湾子供 鳥 嚢 茄 メ( /菟オ丁ヌ 
(27) 78 
日本統治時代における台湾語仮名表記の変化過程 林 美秀
出版年/初 オ段音 十オ オ投書 十ヲ イ段音 十オ イ段 音 十 ヲ 表2音 の語頚 に来 る｢オ｣ ゼ ロ声母且つ二重母ゼ ロ声母且つ二重母 音の帯東 に来 る｢ヲ｣書 名 編 者 版年した書籍 の 発行所 表2a -筆者が使用 - b
22 湾専 売 局 岩崎敬太廊 922初版) 台湾艦曾 . Jオ､寓 7､噸 ヲ､高 コ7, 腰 イ ヲ､嶋 キ ヲ､娩 牡 ヲエ､岳ヲエ､(秦台. r 辞 典 1 ( tオ､姑コオ､札T
法｣第 一 義 蘇 帝専売局 戸ホ才,虞ロオ 鋼 ト7､JLt77 シヲ､尿ジヲ//兼イヲ ヲア)/菟ヲ丁メ 
23務J二専 売 局静 鼻 岩崎敬太廊 12( 台湾総督 鳥オ､aオ､所ソオ､土 ト.L オ､嘱. トヲ､ 娩 シヲ､小 シヲ /石サ ヲ工､軽 ヲエ､昔 ヲ第. r 義 脳 9 初版) 舟専売局 路ロオ コ才､可コ 好ホヲ/蕗｡, チ,､尺チ .す､着 事 エ/菟ヲアヌ台 湾 3 7､徽 ヲ､鋼 括 ヲア､能 ヲエ､妖
訳 台 簿 大 師 範 学 校 数 トヲ､好 ホ ヲ､宝 ポ シヲ､照チヲ､幕ビ. オア)/帝オ丁ヌ､完

成J 論) 1 年7 ホオ､歩 ポ才､港 口 ヲ/肇77､貞 ト, ヲ/曽 事▼ オ丁ヌ
24 固 持 対 台 北 / 195第1月5初 新高堂書 鳥オ 古 コトオ､甫苦 糞 ヲヲ､昏 コケ､{ 着事オ 叫 キ ヲ､娩 シ 7､小 僚オア､( ､( 牡 ヲエ､右 ヲエ､挨.r 鋼 克 明 ( 版)日2(9 版) 店 コ .オ､図 卓オア) 縞 ヲエ､能ヲエ6(
25 台 湾 蕗 劉 克 明 (師 範 学 校 教 10日(2年 1月 新高堂書 鳥コオ､所ソオ､土 ト. 鋼 ヲヲ､霊ボ ナ､刀 ト7,鋼 ト 幾 シT.ヲヲ/尺す チ 月オTヌ ､､遭オTヌ襖 ア) ( ア)速修J. r 諭) 台 北 3 5 2 店 オ､姑 コオ､鼓 7､聾 ､薫 ナ ウ､銑 /溝オ Tヌ､圃 オオTヌ､( 畿9 初版) オ､鳶ホオ､港口オ ワ/肇サ丁.徽ボケ . 舌ヲュ 
26 目白 会 杉房之助 初版95()9202 博文堂 鳥ホ オ､給 ホオ､布 ポ土 譜 オ ヲ､瞥 ソト 村 ト.ヲ､号 オ/薬イオ､叢ヒオ オエ､(. r 1 第 0 オ 顧 コ ホ ヲ､*ポオ/学オ▼ ジオ､招チオ､笑チ一 椀オア)話大全J (2 コ .オ､五 ゴ オ､雨 刀 構 キオ､娩 シオ､尿 能 オエ､鼓 オエ､牡版)/ 1
科台湾汚及 師 範 学 枚 鼓 ソオ､戸ホオ､歩ポオ､ボケ､老ロヲ/雷ヲ7､ シ ナ､農 ナ 7､鑓 ビ 括 オ丁､ 清 オ丁ヌ､27 # & 台北 96初版) 店 鳥 オオ､芋 オオ､所 錆 ヲヲ､暮 トヲ､無 膿 イサ､徽 キヲ､/､ 襖 オア)/ ヲエ､牲ヲエ. r 綱 克 明 ( 12( 新高堂書 J 伶 オア､ ( 舌 ヲエ､術 ヲエ､能
書翰文
*
｣ 論) 布ポオ､路ロオ 義 ト, ヲ/徽チ, 月オ丁ヌ 
28典J台 湾 帯 岩崎歓太郎 敬)/2年初版128月 1第 5 店 五 ゴロオ､鵜 オ､姑 コオ､渦 綱 トヲ､号ホヲ寓 T､ シヲ､渦 チ ヲ､鎖 准 ヲエヲTヌ ､､帝ヲ丁ヌ鼻. r 90日 (0日922 鳥I.オ､戸 ホ オ､鷹 峰 ヲ 学 J 慶 イ ヲ､嶋 キ 7､娩 エ､ (軒 ヲエ､能7年 3月 新高堂書 租 ワ I9､轟コヲヲ､､刀 トヲ､ ラ/藁イヲ､蒋ヒケビ ア)/菟
29 台刑 務 所詩 今 田祝 蔵 (託)州雷務爺台 99初版) 店 ホオ､ 布 ポ オ､港 口姑コオ､所ソオ､禽ポヲ/薄口ヲ､刀 トヲ､ ジ 尿 缶 ヲエ､能 ヲエ､肯用. r 令 1 ( 鳥オ 好 ホ ヲ､号 ホ ヲ､保 ､笑 チ .ヲ､書 ヲア/菟ヲアヌ集J 湾 北 刑 務 所 嘱 2 新高堂書 敦 ソオ､蓑 ホ才､雨 ､高コ 腰 イ ヲ､娩 シピ ヲ/藁イヲ､休ヒ,
30*AJ勧 業 用 台粛州集会 13( 鳥ロオ､路ロオ､報ポオ､土 五 珂ホヲ､*ポヲ桃 刀 轟イ オ遭 う表促着手ヨオ､芙チ .オ/ エ/韓白清浄実習. r 9 初版) 号ホ オオゴ ト.オ､儀 ト ヲ､集 ヲ 茄 キ 員 オ丁ヌ､歪オ アイTヌ､0 ､古 コ ト.ヲ､好 :薬 イ ヨオ､ 話
岨 ワオ､戸 ホオ､A 貴 ワヲ､刀 トす､号 シ ヲ､頼 チ ヲ､餓 ビ ヲエ､ (卓 ヲア)/菟
ロオ ホヲ ヲ/轟イサ､痛ヒ, ヲ▼ヌ
31典J台 帝 辞 岩崎敬太郎 1日 (3年 10922日初版年 8) 店 寓 ヲ､蟻 ヲ､高 コ ヲ､ 牡 ヲ工､蘇 ヲエ､能.r 月 119 第 7 鳥 オ､潮 オ､姑 コオ/ 月 3 新高堂書 腰 イ ヲ､嶋 キ ヲ､蝿
3月 10日､ ソオ､度 トオ､呼ホオ､ コヲ､臓ソヲ､刀 T.ヲ､ シヲ､鵬 ビヲ/藁イヲ､ ヲ工､(換 JIT),(義32. r缶 日大 小川尚義 上巻 1931年 台帝稔曹 鳥 オオ､五 ゴオ､蘇 嶋 ヲヲ､嚢 ヲヲ､高 冶 イ ヲ､構 キ ヲ､娩 准 ヲエ､括 ヲエ､能辞典｣ 下巻 1932年 府 戸 ホ才､布 ポ オ､路 無 ポ ヲ､保 ポ ヲ/学 冊 シ▼､石チサ､集ヒ ヲ丁)/糟 771､ 1 
3月31日 ロオ ヲヲ ヲ ヲアン 
33. 台 湾 静 頼 谷 良正 ( 103年 4初版)月 薪犠牲 l 五 ゴ才I.オオ ､､布ポオ 無ポ ヲヲ ､果 コヲ､遭 兼ヒヲ 某 ピ .ラ 碗 オ7)/員 オアヌ､岳ヲエr 北洲義士) 台 391 台滞 日E 鳥 オ 札け オ､吐 トヲ､刀 トヲ､好ホヲ､ /藁イ丁､､尺チ .,､ 媛オ丁ヌ､清オTヌ之研究｣ 日( 昔 コ ,オ､ 雷 芙 チ .ヲ (
34辞書J白 日新 東方孝義 1(31( 由講義寮 鳥所 ソロオ 数 ソ 土 嶋 7､寓 7､好 ホ 7.kト,､幕ロ 撫 イ ブ､叫 キ 丁シ ､ 芙 チ .ヲ､麟 ) 能 丁)/清秩. r 92年初版 )7月 壌会 ､湖オ､苦コ .オ､4がヲ/J 蝿 古 ヲエヲ丁ヌ､､ 歪 ヲアイ( エ､(初版) ト.オ､歩 ポ オ､路 ▼ ビヲ/藁イ9､倍シサ 線
35 台 湾 辞 撫育所白市畿曽府雷 版 BB 戸ホオ､炉ロオ鳥オ､姑コオ､租 ワオ､轟 コ7､刀ワヲ､号 ホ 7､鼻 ロ蜂 丁､嘱 ク. 叫 キ ヲ､小 シ ヲ､娩ラ/叢ヒヲ 能ヲエ 蘇 Tヌ､清隻教科書｣ . ヲ丁ヌ､活 ヲヲ 丁. r 春宮及司欺官 無名会出 寓ヲ トヲ､義 シ ヲ､尿 ジ ヲ､招 チ T)/菟 エ､(
36集J台刑 務 所 革1川雷着_ 宙 再9339初修 訂版) 店 ポオ､ 禰 ポ オ､絡 ロ姑コオ､数ソオ､寓 丁､嶋 7､轟 コ ヲ､ポ▼/幕ロケ シ ナ､徽 ビ7､一lピ 話 ヲエ､能 ヲエ､肯用. r 講 話 北 刑 務 所 嘱今 田祝蔵(_ 1 (( 新高堂書 鳥オ 刀 ト7､号 ホ 丁､無 嘉 イ 7､叫 キ 丁､蝿 ヲア/菟ヲ丁ヌ_ 帯台 2版) / 甫 ホオ､嚢 ホ オ､布 サ/義イワ､雷fヲ
37雷輪文J実 業 教 嘱託) 白 北 / 194(2 初 新高生書 鳥オ､所 ソオ､多 トオ､ロオ 棚 オ 芋 老ロヲ/轟 ト,▼コ9､好ホ7､無ポ7,､7 曽 事サTi告 '』書 換 オア)/清 オ丁ヌ､糖ヲエ､牡ヲエ. r 鋼 克 明 ( 1 再6版)( 店 虎 ホオ､布 ポオ､鋒 Iポ . ヲ/義 イワ､徽チす､ 月オ丁ヌ､括オ丁科台清帝及 集-師畿学校 版)39 ､古コオ､庫コ . 鰐 ヲ7,着 77､轟 至 言. . (
38 台 湾 蘇 畿曽府雷寮官台 湾 3年1再 版)月 台湾詩学 鳥 オ､鼻 才､噂 オ. 高 コ ヲ､考 コ .ヲ､ 蝿 シ 7､石 ナ ウ､鑓 鵬 ヲ丁) 隻. r 離蝉 亀 ( 1日(4 2 鴨 ヲ､称 ヲ､雛 ヲエ､(9 姑 コオ､五 ゴオ､租 括 ヲエ､能 ヲエ､挨､(
法J 及司貴官繍習 / 1934年 7 戟 ワオ､Flトオ､胃ホ*､刀 トヲ､好 ホ ヲ､帽 ビワ/雷事, ヲア)/清ヲ丁ヌ､括
所教官) 月20日初版 傷ポオ､纂ポオ ポヲ/蕎ロケ ヲ丁 
39 静斬 鳶 色科 教 義)重 台北 95初版) 店 租 ワ 湖 オオ､古 譜ロヲ､河ホヲ､無ポヲ､､積 件ナナ 叢 キ ナ､小 シ 7,輿1､鐘 t▼ . 換オア) 艦ヲエ､蘇 ヲエ､(ヲア) 績第二陣畿草枕 3 絹 ポ ヲ､宝 ポ ヲ/慕書J清.r 教 生 ( 1 ( 新高生霊 芋某ポ オコオ､五ゴオ､豪ソオ､､ 楓 9 .オ､ コ 臭 オ 柵事ナJ fナ/義ィ,､ ( /完オ丁ヌ /遭ヲ丁ヌ 
40a話用h雷 寮 官 小野西洲 13( 台湾精通 鳥所 ソ烏口 オオ rコ亀 ワオ､離 ヲ､鯛 可コ . 叫 キ ナ､相 シ ヲ､蝿 . 鍵ヲ丁ヌ､逮 ヲ アヌ､宙. r 9 初版) J､ 学ヲ､果コヲ無ポヲ/更コヲ 雷 一丁 帝 ヲTヌ エ/隻村民景白布 5 徽ゴ トヲ ､､好 ホ ヲ､ 工l 膚研究会 ホオ､禰ポオ､飾ポオ､ シヲ､少チヲ/徽イ ヴ､ 
. 日台 会 麓膿) 苧 1初版) 9 新高生書 鳥 譜 オ ヲ､最 ソホ ヲ､無ポオ/苧オ, ラ/藁イ丁､集ヒヲ杉 房 之 助 ( 7( 2 色薄給曾 ホオ､給 ホ オ､布 ポ ト.ヲ､号 義 キ ヲ､鏡 シヲ､尿 ヲエ､(41岳大全⊥r 台清算曽 府府湾義雷 元 版(93)/ 18 第 203 店府 オコ .オ､五 ゴ オ､甫儀 コ 土 ト 肘 刀 ジヲ､箱チヲ､芙チ. 能 ヲエ､古 ヲエ､鍵鵬ヲア) 
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